
オンライン版 ITまつり2021
未来のIT人材創造事業受託コンソーシアム

（代表株式会社サン・エージェンシー）
所在地 ● 〒900-0011 沖縄県那覇市字上之屋314番地2 サンメディアビル2F TEL ● 098-862-3577

（株式会社ケイオーパートナーズ）
所在地 ● 〒900-0005 沖縄県那覇市天久1131番地11 ダイオキビル6F TEL ● 098-860-7716

事業目的

「オンライン版 ITまつり2021」は、県内の情報技術系学科を有する教育機関および県内に拠点の

あるIT企業などが一堂に会し、情報通信関連産業の最新情報およびその将来性を広く紹介するとと

もに、小中高校生や県民・企業に対し沖縄のIT関連産業の成長性をアピールします。このイベント

を通じて沖縄県のIT業界を担う人材の育成を目指します。



事業内容

■「オンライン版 ITまつり2021」令和2年10月26日～令和3年2月28日開催

・eスポーツ講演会 令和3年1月5日 15：00～16：00

『eスポーツの教育的価値と地方創生への可能性』

・学生プレゼン大会（6校） 令和3年1月18日～2月5日

『ITを学ぶ生徒・学生による学習・研究成果の発表』

・高校生向けセミナー 令和3年1月21日 13：00～14：00

『3DCGモデル「Saya」を生みだしたクリエイターユニット「TELYUKA」講演会』

・琉球朝日放送 テレビ番組「琉熱GameTV」タイアップ 令和3年2月17日～3月3日

『人気eスポーツ番組で「FORTNITE 学生NO.1決定戦」開催 テレビ放送及び配信』

・学校出展15校（研究発表コンテンツ紹介） 令和2年10月26日～令和3年2月28日

・企業出展15社（最新技術コンテンツ紹介） 令和2年10月26日～令和3年2月28日



事業成果

■出展企業からの感想と要望（一部抜粋）

・従来以上の集客があった。

・沖縄に出向く必要がないのでコスト面や人的リソース面でも助かった。

・学校コンテンツも工夫されていてIT技術の進化や新しい時代を感じることができた。

・WEBならではのプレゼンテーションを見ることができた。

・コロナ禍でリアル展示会が開催できない中で適切な開催であった。

・ブース来場者にこちらからメッセージを発信できるような仕組みがあるとよい。

・サイト公開から終了まで楽しめるようにコンテンツの充実を図って欲しい。

・今後はリアル展示会＋オンライン展示会のハイブリット型開催を検討してほしい。

・ウエビナーは参考になるものが多かった。

・出展する側がコンテンツのクオリティを上げていくことが課題だと感じました。



事業成果

■出展学校からの感想と要望（一部抜粋）

・定時制の生徒が初めて校外とつながった感じがして生徒が喜んでいた。

・人が集まるイベントが開催できない中で最大限工夫されていたと思う。

・デザイン及びインターフェースが優れている。

・教育界とIT業界が連携した生徒目線のイベントになればいいなと思っています。

・出展企業や学校間の交流が図れる場が欲しいですね。

・地域企業が取り組んでいる先端技術や現状の課題などを授業で披露して欲しいです。

・学習成果を発表する場があることで生徒のモチベーションが上がっている。

・開催期間が4ヶ月間と長く全体的に間延びした感じがした。

・期間は3日程度で集中的にワークショップや展示や交流会があるといいと思う。

・オンライン開催であれば学校行事（特に入試）にかかわらず参加できるのが良い。



事業成果

■WEBサイトアクセス結果
ユーザー数 4,285 セッション数 7,844 ページビュー 31,682

■学生プレゼン表彰校（エントリー／6校）
最優秀賞 沖縄国際大学産業情報学部産業情報学科
優秀賞 沖縄工業高等専門学校ロボット製作委員会
優良賞 琉球大学教育学部付属小学校

■学生出展コンテンツ表彰校（エントリー／15校）
ソフトウエア部門
最優秀賞 具志川商業高等学校
優秀賞 沖縄女子短期大学
優良賞 具志川職業能力開発校
ハード＋ソフト部門
最優秀賞 沖縄職業能力開発大学校
優秀賞 沖縄国際大学
優良賞 名桜大学



事業成果

今回は新型コロナ感染拡大の状況を考慮しオンラインでの開催となりました。運営側としては、公式

WEBサイトをどのようにデザインするか、出展側としては、どのようなコンテンツにすれば来場者に楽

しんでもらえるか、という点を考慮し実施しました。

eスポーツ講演会では、先進各国の教育現場での取り組みと日本におけるeスポーツの現状についての

話があり、学校関係者からは今後eスポーツに取り組むうえで大いに参考なったとの意見が寄せられまし

た。

学生プレゼンでは、6校がエントリーし各校ともバラエティに富んだ様々なテーマで発表が行われ、最

優秀賞表彰校は研究の独創性や技術力が審査員から高い評価を受けました。

高校生向けセミナーとワークショップでは、CGクリエイターの講演について「AIの可能性を感じた」

「未来のことを考えるきっかけになった」「いろいろな人の意見が聞けてよかった」など、活発な意見交

換が行われ、大いに刺激を受けていました。

琉熱GameTVとのタイアップでは、QABの人気eスポーツ番組で「FORTNITE学生NO.1決定戦」を行い、

テレビ番組及びテレビCMを放送しイベントの周知を行いました。

出展コンテンツについては、企業団体が15社・学校が15校参加し、それぞれが工夫をこらしたコンテ

ンツを出展しました。



今後の展開

新型コロナ感染拡大の影響で、社会全体のオンライン化が一気に進みました。リモートワークや

オンライン会議、さらにDXへの取り組みなど、多くの企業はITリテラシーの高い人材採用や育成

が急務となっています。このような社会環境の変化を踏まえると、企業と学校・企業と学生の交流

や結びつきを、今まで以上に高める必要があります。

今後はオンラインイベントとしての開催が主流となるでしょうが、リアルイベント（対面型）が

なくなることはありません。そこで両者のメリットを活かした、ハイブリット型イベントの開催を

目指します。コンテンツの充実はもちろん、企業と学生の交流の場を増やし、学生の就職活動につ

ながるような仕組みを構築します。

来場者の地域が限定されないオンラインイベントのメリットを活かして、県外の学生もしくは学

校へ情報発信を行い、イベントへの参加を促します。これをきっかけに将来就職先を考える際に、

沖縄のIT企業を選択肢としてもらえればと考えております。



広報関連

美ら島沖縄 記事掲載PRチラシ オモテ面 PRチラシ ウラ面デザイン募集ポスター



公式WEBサイト

公式WEBサイトトップページ 学校コンテンツ一覧 企業・団体コンテンツ一覧
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プレスリリース ツイッター インスタグラム フェイスブック



学生プレゼン応募作品



学生出展コンテンツ表彰校

ソフトウェア部門

ハード＋ソフト部門



イベントの様子

eスポーツ講演会 「TELYUKA」オンラインセミナー琉球朝日放送 琉熱GameTV


